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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月13日(2012.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、露光量に応じた画像信号を生成する
光電変換素子を備えた複数の画像撮像用の画素がマトリックス状に配置された撮像領域内
に複数の検出用画素を設けた撮像素子と、前記画像撮像用の画素及び前記検出用画素に対
する読み出し動作をそれぞれ独立に制御する制御手段と、前記検出用画素に対する読み出
し動作より得られる信号出力から、前記撮像素子を用いて撮像された画像中の固定パター
ンを検出する固定パターン検出手段と、前記検出された固定パターンに基づいて補正値を
生成し、該補正値を用いて前記固定パターンを補正する固定パターン補正手段とを備えた
ことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の撮像装置の制御方法は、露光量に応じた画像信号を生成する光電変換素子を備
えた複数の画像撮像用の画素がマトリックス状に配置された撮像領域内に複数の検出用画
素を設けた撮像素子を有する撮像装置の制御方法であって、前記画像撮像用の画素及び前
記検出用画素に対する読み出し動作をそれぞれ独立に制御する制御工程と、前記検出用画
素に対する読み出し動作より得られる信号出力から、前記撮像素子を用いて撮像された画
像中の固定パターンを検出する固定パターン検出工程と、前記検出された固定パターンに
基づいて補正値を生成し、該補正値を用いて前記固定パターンを補正する固定パターン補
正工程とを備えたことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
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　本発明のプログラムは、露光量に応じた画像信号を生成する光電変換素子を備えた複数
の画像撮像用の画素がマトリックス状に配置された撮像領域内に複数の検出用画素を設け
た撮像素子を有する撮像装置の制御装置の制御方法を実現するための、コンピュータで読
み取り可能なプログラムであって、前記画像撮像用の画素及び前記検出用画素に対する読
み出し動作をそれぞれ独立に制御する制御ステップと、前記検出用画素に対する読み出し
動作より得られる信号出力から、前記撮像素子を用いて撮像された画像中の固定パターン
を検出する固定パターン検出ステップと、前記検出された固定パターンに基づいて補正値
を生成し、該補正値を用いて前記固定パターンを補正する固定パターン補正ステップとを
備えたことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露光量に応じた画像信号を生成する光電変換素子を備えた複数の画像撮像用の画素がマ
トリックス状に配置された撮像領域内に複数の検出用画素を設けた撮像素子と、
　前記画像撮像用の画素及び前記検出用画素に対する読み出し動作をそれぞれ独立に制御
する制御手段と、
　前記検出用画素に対する読み出し動作より得られる信号出力から、前記撮像素子を用い
て撮像された画像中の固定パターンを検出する固定パターン検出手段と、
　前記検出された固定パターンに基づいて補正値を生成し、該補正値を用いて前記固定パ
ターンを補正する固定パターン補正手段とを備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像素子は、前記撮像領域内の前記検出用画素と前記画像撮像用の画素を同時に読
み出し可能な構成としたことを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記検出用画素を、前記制御手段の制御信号に従って、前記固定パターンを検出するた
めの動作と、前記画像信号を生成するための動作とで切り替え可能に構成したことを特徴
とする請求項１または２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記検出用画素は、入射光を電荷に変換する変換手段、前記変換手段で発生した電荷を
蓄積する蓄積手段、前記変換手段で発生した電荷を前記蓄積手段に転送する転送手段、及
び、前記蓄積手段に蓄積された電荷を出力するスイッチを備えており、
　前記制御手段は、前記検出用画素において、前記転送手段が前記変換手段で発生した電
荷を前記蓄積手段に転送しない状態で前記スイッチを動作させることで、前記検出用画素
に前記固定パターンを検出するための動作をさせ、前記検出用画素において、前記転送手
段が前記変換手段で発生した電荷を前記蓄積手段に転送した状態で前記スイッチを動作さ
せることで、前記検出用画素に、前記画像信号を生成するための動作をさせることを特徴
とする請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記画像撮像用の画素は、入射光を電荷に変換する変換手段、前記変換手段で発生した
電荷を蓄積する蓄積手段、前記変換手段で発生した電荷を前記蓄積手段に転送する転送手
段、及び、前記蓄積手段に蓄積された電荷を出力するスイッチを備えており、
　前記制御手段は、前記画像撮像用の画素の前記転送手段と、前記検出用画素の転送手段
を、独立して制御することを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記検出用画素における前記画像信号を、前記制御手段の制御信号に従って、前記検出
用画素の周囲に位置する前記画像撮像用の画素の信号出力から補間する画素補間処理手段
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を有することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記撮像素子の温度変化に応じて、前記検出用画素を前記固定パター
ンを検出するための動作と、前記画像信号を生成するための動作とで切り替えることを特
徴とする請求項３乃至５のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記固定パターン補正手段は、前記固定パターン検出手段で検出された固定パターンか
ら、撮像領域全体の固定パターンを推測して補正値を生成することを特徴とする請求項１
乃至７のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記固定パターン補正手段で生成された補正値を記憶する補正値記録手段を有すること
を特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記固定パターンを検出する時間に応じて、前記固定パターン補正手段で生成された補
正値と前記補正値記録手段に記録されている補正値とに基づいて、新たな補正値を生成す
ることを特徴とする請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記固定パターン補正手段は、前記制御手段が前記検出用画素に前記固定パターンを検
出するための動作をさせる場合には、前記検出用画素に対する読み出し動作より得られる
信号出力から検出された固定パターンに基づいて生成された補正値を用いて前記固定パタ
ーンを補正し、前記制御手段が前記検出用画素に前記画像信号を生成するための動作をさ
せる場合には、前記補正値記録手段に記録されている補正値を用いて前記固定パターンを
補正することを特徴とする請求項９または１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　露光量に応じた画像信号を生成する光電変換素子を備えた複数の画像撮像用の画素がマ
トリックス状に配置された撮像領域内に複数の検出用画素を設けた撮像素子を有する撮像
装置の制御方法であって、
　前記画像撮像用の画素及び前記検出用画素に対する読み出し動作をそれぞれ独立に制御
する制御工程と、
　前記検出用画素に対する読み出し動作より得られる信号出力から、前記撮像素子を用い
て撮像された画像中の固定パターンを検出する固定パターン検出工程と、
　前記検出された固定パターンに基づいて補正値を生成し、該補正値を用いて前記固定パ
ターンを補正する固定パターン補正工程とを備えたことを特徴とする撮像装置の制御方法
。
【請求項１３】
　露光量に応じた画像信号を生成する光電変換素子を備えた複数の画像撮像用の画素がマ
トリックス状に配置された撮像領域内に複数の検出用画素を設けた撮像素子を有する撮像
装置の制御装置の制御方法を実現するための、コンピュータで読み取り可能なプログラム
であって、
　前記画像撮像用の画素及び前記検出用画素に対する読み出し動作をそれぞれ独立に制御
する制御ステップと、
　前記検出用画素に対する読み出し動作より得られる信号出力から、前記撮像素子を用い
て撮像された画像中の固定パターンを検出する固定パターン検出ステップと、
　前記検出された固定パターンに基づいて補正値を生成し、該補正値を用いて前記固定パ
ターンを補正する固定パターン補正ステップとを備えたことを特徴とするプログラム。
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